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第2次世界大戦とフォルクスワーゲン社

「強制労働」の導入とその経営的動機一
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はじめに

　本稿の研究課題は，第2次世界大戦期の「フォルクスワーゲン社」

（Volkswagenwerk有限会社GmbH，戦後1960年に株式会社AGに改組：以

下，VW社）の経営史研究の一環として，当時の同社における企業内労使関

係のもっとも重要な側面をなした「強制労働」を取り上げ，それの史実と経

営史的意味を問うことである。ナチ・．レジーム期，とくに戦中期のドイッ企

業においては，「外国人市民労働者」auslandische　Zivilarbeiter，「捕虜」

Kriegsgefangeneおよび「強制収容所抑留者」Konzentrationslager（KZ）－

Haftlingの動員による「強制労働」Zwangsarbeitが広く大規模に導入され

た。この時期のドイッ企業経営史研究において企業内労使関係を問題にしよ

うとするとき，労働現場で重要な位置を占めた「強制労働」を見落とすこと

はできない。本稿は，この問題を個別企業レベルにおいて，つまり1938年に

ナチ党付属団体「ドイツ労働戦線」Deutsche　Arbeitsfront（略称DAF）の

手で創設されたVW社の事例において取り上げるようとするものである。

　その場合に，とくに注目する点は，（1）VW社は「強制労働」をどのような

理由から導入し，それにどのような経営的役割を求め，またその導入を経営

行為としてどのように正当化したのか，（2）「強制労働」の導入は企業内の労

働力編成や労務管理においてどのように位置づけられ，それらに対して国家

の監督・統制諸機関はどのように関与したのか，（3）それは企業内労使関係に

いかなる変化を引き起こしたのか，（4）どのような国籍の人々が，いかなる理

由で同社での「強制労働」に動員され，どのような労働・生活諸条件のもと

で労働に従事させられ，どのような結末を迎えたのか，といった疑問である。

　戦中期のVW社における「強制労働」問題をこうした視点から取り上げる

にあたっては，「外国人市民労働者」・「捕虜」・「強制収容所抑留者」に

対するナチ国家の「強制労働」政策と，それを思想的に支えていたナチスの

「人種論」的イデオロギーが，この問題をどのように規定していたのか，と

いった国家レベルでの当該問題の概括的把握をも踏まえておく必要がある。
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それなくしては，個別企業の経営史レベルにおいてその特質を明確にするこ

とはできないであろう。というのは，個別企業による「強制労働」の導入は，

戦争経済における軍需工業労働力の需要増加と徴兵による労働力不足という

相容れない状況下での労働市場の狭阻化に根差していたとはいえ，個別企業

にその導入の契機を与え，それを促すような政治的・経済的状況を惹起した

のは，ナチ国家の侵略戦争であり，その渦中での国家の労働力動員政策，と

りわけ「強制労働」政策であったからである。

　たしかに「強制労働」問題を政治学的視点から取り上げた研究実績は少な

くないが，経営史的視点からそれにアプローチした研究は，これまで僅かな

実績を数えるのみである。したがって，個別企業レベルにおいてこの問題に

分析の焦点を定めることは，戦中期の個別企業経営史について事例研究を進

展させるだけではない。それは，ひいてはこの問題それ自体の歴史性の解明

に貢献することになるであろう6＊）

　しかし，本稿では，紙数の制約により，とりわけ上記の4つの問題点の内，

第1の点，つまりVW社における「強制労働」の導入とその経営的動機とい

う問題領域に重点を置いてこの問題を取り扱うものである。残る3点につい

ては，続稿「第2次世界大戦とフォルクスワーゲン社一『強制労働』の経

営的管理・統制と労働・生活諸条件　　」（『山口経済学雑誌』第39巻3・4

号）で詳細に取り上げる予定である。

（＊）ファシズム・ドイツにおける外国人の「強制労働」については，従来，とりわ

けドイツ国内や占領地でのユダヤ人に対する「新衛隊」Schutzstaffel（SS）や「国家

秘密警察ゲシュタポ」Geheimen　Saatspolizei（Gestapo）による残虐・非道な行為、

あるいはアウシュヴィッツやダッハウなどに代表される「強制収容所」での「ユダヤ

人問題の最終解決」としての大量殺数，などとの関連において，少なからぬドキュメ

ントや研究が発表されてきた。そうした「強制収容所」でのユダヤ人の惨劇が戦前・

戦中・戦後にわたって幾度ともなく取り上げられてきた一方，他方で，ユダヤ人以外

にも「大量の」人々が軍需品製造企業での「強制労働」によって同様の惨劇を被った

という史実のドキュメントや研究が，ともすれば薄れがちであったということは，否

めないであろう。しかし，近年ドイッ内外において，戦中期のドイツにおける軍需品

製造に参加したドイツ大企業の経営内容や「強制労働」に関する研究が積み上げられ

てきており，日本おいてとは対照的に，顕著な前進を示している。ドイッの自動車企
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業に限っていえば，たとえばここでは，2つの研究実績を上げることができる。一つ

は，ドイッ経営史研究所叢書第49巻として上梓されたHans　Pohl／Stephanie　Habeth

／Beate　BrUninghaus：Die　Daimler．Benv　AG　in　den　Jahren　1983　bis　1945，　Franz

Steiner　Verlag，　Stuttgart　1986である。同書の中でも，ナチ・レジーム期のダイム

ラー・ベンツ社での「強制労働」が取り上げられている。同書の執筆者の一人，ボン大

学教授Dr．　Hans　Pohlは西ドイツ経営史研究所機関誌『企業史Zeitschrift　fUr　Unter－

nehmensgeschichte』の編集者でもある。もう一つは，戦中期のVW社での「強制労

働」についてのKlaus－J6rg　Siegfriedの一連の研究である。すなわちKJ．　Siegfried：

VVolfsbttrger　Stadtgeschichte　in　Dokumenten　19384945，　Wolfsburg　1982；Derselbe：

Rti・tungSprodukti・n　und　Zw…g・a・b・it　im　V・lkSω・g・nw・rk　19894945・C・mp・・

Verlag，　Frankfurt／New　York　1987；Derselbe：Das　Leben　der　Zωangsarbeiter　im

Volkswagen？z，erk　1939－1945，Campus　Verlag　1989である。同者の第2番目の研究書

はフォルクスワーゲン社の「企業城下町」ともいうべきヴォルフスブルク市の文化事

業の一環として同市により発行された一連の都市史研究叢書の別巻であり，したがっ

て工場とともに建設された工場都市ヴォルフスブルクの歴史を研究する立場から戦中

期の企業内強制労働の実態に迫ろうとした研究であって，戦中期に工場労働力として

都市に強制連行された莫大な数の外国人が「都市住民」の圧倒的な割合を占めたとい

う史実の解明に努めた一つのドキュメントである。K．　J．　Siegfriedのこれらの研究は，

戦中期のVW社における「強制労働」の史実を克明に暴いた最初の優れた研究である。

本稿は，史実の検証については，K，　J．　Siegfriedの研究成果に依存する部分が少なく

ないが，しかし，とくに上述のような筆者独自の問題意識から，彼が依拠した史料，

たとえばアメリカ軍押収文書に史実を改めて確認するなかで，同社の企業経営史上に

おける「強制労働」の歴史性を論究しようとするものである。

　因に，日本において，これまで第2次世界大戦期の企業経営史の研究にまったく進

展が見られなかったわけではない。とくに経営史学会第21回大会（1985年，於龍谷大

学）において共通論題として，「経営史における昭和10年代一第二次世界大戦期の企

業活動」というテーマが設定されたことからも，それは明らかであるが，別言すれば，

戦後すでに40年以上も経過して戦中期企業経営史研究の必要性が同学会の問題意識に

上ったことそれ自体，日本の経営史研究者が戦前・戦後期企業経営史の研究実績に対

比して従前における戦中期の研究の相対的な低調を意識するものであったといえよう。

だが，その後，研究は着実に成果を上げている。たとえば，三島康雄・長沢康昭・柴

孝美・藤田誠久・佐藤英達共著『第二次大戦と三菱財閥』（日本経済新聞社，1987年）

も，その一つである。しかし，ここでも，依然として戦中期企業経営史研究における

問題意識から労働問題が脱落しているように思われる。

1．動員規模と政治的背景

（1）動員規模

まず，VW社が戦争終結時までに調達した「強制労働者」の量的規模とそ
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の推移を検討することにする。つぎに，VW社での「強制労働」がドイツ全

体のそれにどのように連動するものであったのかを確認するために，ドイツ

全体の動員規模とその推移に目を向けておく。また同じ理由から，ナチス・

ドイッによる「強制労働」の歴史的過程とその背後に存在したドイッ労働市

場の狭隙化問題さらにナチスの「人種論的イデオロギー」の作用，そして

「強制労働」に関係したナチ党・国家諸機関について，概観しておくことに

する。

　1）VW社の場合

　VW社における外国人労働者の動員は，同社の本工場と，それに隣接する

工場都市の新設のための建設労働力として，1938年に約3，000人のイタリア人

建設労働者が，「ドイツ労働戦線」とイタリア工業労働者同盟との協定によ

り調達されたことを最初とする。しかし，それは「強制労働」ではなかった！i）

　「強制労働者」の調達が本格的に始まったのは，1940年以降である。同年に

約1，500人のポーランド人市民の男女（少年少女を含む）がファレァースレ

ベンの「本工場」に強制的に連行され，強制労働に従事させられた。第1表が

示す通り，その後，ソビエト人市民・捕虜，さらにフランス人，ベルギー人，

オランダ人，イギリス人の市民・捕虜が調達された。またとくに注目を引く

のは，1942年以降に「強制収容所抑留者」の動員が始まっていることである。

　第2表は，1939年から1944年末までの期間におけるドイッ人労働者数と外

国人市民・捕虜の動員数とを比較し，両者の比率の推移を見たものである。

それによると，1941年以降，外国人の動員数が急増している。さらに1942年

以降は，工場労働力の60％以上が外国人労働者によって占められるにいたっ

ており，またその内の80％近くが外国人市民であり，残りが捕虜であった。

これは，企業内労使関係において異常な状況を示すものであった。ドイツ人

および外国人から成る工場労働力の構成をさらに詳しく見たものが，第3表

と第4表である。これらの2つの表は，第1に，外国人労働力がすべて作業

労働力であったこと，第2に，1940年末以降，ドイッ人の職員と労働者の人
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第1表　VW社に労働力として投入された外国人市民労働者・捕虜

年次 外国人労働者の調達形態 人数

1938年 イタリア人建設労働者　一　工場都市建設に協力：DAFと
イタリアのファシズム的工業労働者同盟との協定に基づく 約3，000人

1940年以降 ポーランド人市民労働者（男・女：少年少女を含む）の調達 約1，500人

1941年以降 ソビエト人捕虜の調達 約　800人

1942年以降 ソビエト連邦からの市民労働者（男・女：子供を含む）
約4，000～5，000人

フランス人・ベルギー人捕虜 約　800人

ノイエンガーメ強制収容所抑留者の動員 約1，800人

1943年以降 フランス人市民労働者（就労義務：その内の一部はビシー組織
Jeunes　Ouvriers　Frangans　JOFTAを通じて）

　　　　　　一イタリア人「軍事抑留者」 約1，000人

1944年以降 ナッツヴァイラー強制収容所抑留者の動員 約3，500入

イギリス人市民労働者 約　300人

オランダ人市民労働者 約　200人

資料：Siegfried，　aa．O．，　S．13，49；Fritz　Blaich：慨’rtschaft　und．Rilstung　im‘“Dritten　Reich’”，

　　　Schwann，　Dlisseldorf　1987，　S，112，114より作成。なお，戦中期にVW社で強制労働

　　　を体験したあるベルギー人市民の証言では，同時期に約300人の同国人市民が同様に

　　　強制労働に従事させられていたようであるが，正確な人数や動員時期は不祥（VgL
　　　Siegfried，　aa．　O．，　S．51）。

第2表　VW社の労働力数の推移　1939－1944年（「強制収容所抑留者」を除く）

ドイツ人 外国人市民 捕 虜 A口 計

人 （％） 人 （％） 人 （％） 人 （％）

1939 2，732 （100） 0 （一） 0 （一） 2，732 （100）

1940 5，287 （84） 997 （16） 0 （一） 6，284 （100）

1941 5，063 （66） 2，035 （27） 435 （8）（1） 7，632 （100）

1942 4，643 （39） 5，583 （46） 1，835 （15） 12，061 （100）

1943 5，621 （33） 8，677 （51） 2，724 （16） 17，022 （100）

1944 6，031 （34）（2） 8，841 （51） 2，493 （15） 17，365 （100）

備考

注記：本表は原資料の誤算を訂正していない。（1）1941年の捕虜人数または労働者総数は誤算。

　　　（2）百分比は誤算。なお，この表には，VW社本工場建設と工場都市Wolfsburgの建設のた

　　　めに動員されたイタリア人やその他の建設労働者数は含まれていない。
資料：National　Archives　Microfilm　Publications，　M1013，　The　United　States　Strategic　Bombing

　　　Survay，　Volkswagenwerke，　Fallersleben，　Germany，　Munitions　Division，15．－19．　June　1945，

　　　Second　Edition，　January　1947，　Washington　1975（以下，　USSBS・VW・FAL），p．8（VgL

　　　Siegfried，　a．a．（）．，　S．48）。
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第3表　VW社ファレァースレーベン本工場の労働力構成　1939－1945年
　　　　（外国人労働者を含む）

職員・工場労働者全体 工場労働者

年次 国籍
1月

人（％）
12月

人（％）
1月

人（％）
12月

人（％）

1939 ドイツ人
外国人

273（100）｝一 2，732
　　一

（100）　　一

191（100）辱＿ 2，034
　　一

（100）　｝

1940 ドイツ人
外国人

2，638（87）
　　400（13）

5，287（
　　997（

84）16）

1，827（82）
　　400（18）

3，992（
　　997（

80）20）

1941 ドイツ人
外国人

5，374（79）1，485（21） 5，063（2，569（ 66）34） 3，994（73）1，458（27） 3，779（2，569（ 60）40）

1942 ドイツ人
外国人

5，033（67）2，489（33） 4，643（7，418（ 39）61） 3，830（61）2，489（39） 3，326（7，418（ 31）69）

1943 ドイツ人
外国人

4，690（39）7，434（61） 5，621（11，401（ 33）67） 3，355（31）7，434（69） 4，225（11，401（ 27）73）

1944 ドイツ人
外国人

5，658（33）11，320（67） 6，031（11，334（ 35）65） 4，217（27）11，320（73） 4，626（11，334（ 29）71）

資料：National　Archives　Microfilm　Publications，　M1013，　The　United　States　Strategic　Bombing

　　Survept，　Votkswagenwerke，●Fallersleben，　Gemaaay，　Munitions　Division，15．－19，　June　1945，

　　Second　Edition，　January　1947，　Washington　1975，　Exhibit　N，（Vgl．　Siegfired．　a．a．　O．，　S．50）。

第4表　VW社ファーレァースレーベン本工場のドイツ人労働力構成
　　　　1939－1945年（外国人労働者・「強制収容所抑留者」を除く）

年 月
人

ドイッ人従業員総数
　　　　　　　　　（％） 人

ドイッ人労働者
　　　　　　　（％）

ドイッ人職員
　　　人 （％）

1939年 1月 273 （100） 191 （70） 82 （

30）

12月 2，732 （100） 2，034 （75） 698 （

25）

1940年 1月 2，638 （100） 1，827 （69） 811 （

31）

12月 5，287 （100） 3，992 （76） 1，295
（

24）

1941年 1月 5，374 （100） 3，994 （74） 1，380
（

26）

12月 5，063 （100） 3，779 （75） 1，284
（

25）

1942年 1月 5，033 （100） 3，830 （76） 1，203
（

24）

12月 4，643 （100） 3，326 （72） 1，317
（

28）

1943年 1．月 4，690 （100） 3，355 （72） 1，335
（

28）

12月 5，621 （100） 4，225 （75） 1，396
（

25）

1944年 1月 5，658 （100） 4，217 （75） 1，441
（ 25）

12月 6，031 （100） 4，626 （77） 1，405
（

23）

資料：USSBS・VW・FAL，Exhibit　Nから作成。
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第1図　戦中期VW社の労働力構成　1939－1945年

　　　一「強制収容所抑留者」を除く一

［コドィッ人職員

皿ロドイツ人労瀦

匪］外国人市民労働者

1≡ヨ捕虜

1　　　12

1939　　　1939

12

1940

12

1941

12

1942

12

1943

（人）

18，000

16，　OOO

14，000

12　　月

1944　年

資料：第1，第2，第3，第4表の資料にもとついて作成。

数およびその比率に大きな変化が見られなかっことを示している。こうした

工場労働力の量的構成とその推移をグラフにしてみたものが，第1図である。

　なお，「強制収容所抑留者」の動員数については，第1表に見られる通り

である。

　一体，なぜ，とくに1941／1942年以降，「強制労働者」の動員が急増して

いったのであろうか。これは，ドイッ全体の動向と，どのように連動してい

たのであろうか。

　2）　ドイッ全体の場合

　第2次世界大戦中のドイツ戦争経済において「外国人強制労働者」が労働

力として重要な位置を占めたことは，とくに留意されなければならない！2）
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その実態に迫る調査書としては，『アメリカ合衆国戦略爆撃調査　ドイツ戦

争経済に対する戦略爆撃の効果，1945年』（3）が，よく知られている。それに

よれば，1945年5月現在のドイッにおいて，外国人労働者総数は，「捕虜」

を含めて712万6，000人を数え，これはドイッの就業者総数の約20％に相当し

た。しかし，戦争開始以前から，ドイッ経済において外国人労働力が，この

ような重要な位置を占めていたわけではなかった。第5表が示す通り，1939

年5月現在のそれは30万1，000人であり，就業者総数の0．8％であった。つま

り，戦中期の5年間に，外国人労働者の数が，実に約23．7倍に増加したので

ある。

　その内訳を概観してみよう。同表の中の産業部門別の外国人就業者数を見

ると，1943年には農業部門を工業・交通部門が大きく凌駕している。さらに

ドイツ人に対する外国人の割合を見ると，工業・交通部門の割合の増加が顕

著である。また第6表に，工業部門内の外国人労働者の割合を見ると，1942

年以降に原材料部門と金属・機械製造部門でその急増が起こっており，第7

表において1939－43年間にドイッで就業した外国人市民労働者と捕虜の数の

推移を見ると，同じく1942年以降に前者の激増を確認することができる。以

下で取り上げるが，「外国人強制労働者」の中でも，ポーランド人およびソ

ビエト人が著しく大きな割合を占めていた。

　戦後，ニュールンベルク裁判において「強制労働」に対する罪が他の戦争

犯罪とともに訴追され，ナチスの戦犯に対する有罪判決の一つの理由とされ

た（4）がこうした莫大な数の「外国人強制労働者」の動員が，どのような

状況下で押し進められたのであろうか。VW社という個別企業によるその動

員の史実を検討する前に，ひとまず一般的な状況について見ておくことにす

る。
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第6表 ドイツの工業部門内の外国人市民労働者・捕虜就業人数
　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：1，000人：1943年を除く各年5月31日）

工業全体 原材料工業 金属加工業 建設資材業 その他の工業
年次

（％）（1） 人数 （％）（1） 人数 （％）（1 人数 （％）（1 人数 （％）（1） 人数

1940

1941

1942

1943（2

1944

2．7

9．9

14．3

24．7

29．7

　263

　957
1，401

2，583

3，189

2．7

10．2

14．7

26．3

35．0

56

227

333

641

882

0．9

8．1

13．0

27．1

31．3

　34
　323

　569

1，300

1，599

12．9

26．2

39．1

43．2

49．3

135

273

305

293

354

1．3

4．9

7．2

13．6

14．8

37

135

194

348

354

備考

注記：（1）各部門とも、労働力総数に占める外国人市民労働者・捕虜就業人数の割合，（2）1943年3月

　　31日の数値。

資料：USSBS：The　Effects　of　Strategic　Bombing　on　the　German既7＆oηo〃2ッ，31．10．1945，

　　Appendix　Table　10，　p．212から作成。

第7表　ドイツにおける外国人市民労働者・捕虜
　　　就業人数　（単位：100万人；各年5月31日）

年次 総数
外国姉民（＊）

捕虜

1939 0．30 0．30
｝

1940 1．15 0．80 0．35

1941 3．02 1．75 1．27

1942 4．12 2．64 1．47

1943 6．26 4．64 1．62

1944 7．13 5．30 1．83

備考　注記：（＊）すべての国籍のユダヤ人を含む。

資料：USSBS：丁肋聯6’∫（）f　Strategic　Bombing　on

　　the　German　War　Economツ，31．10．1945，

　　Table　11，　p．34．

（2）歴史的過程

1）成立と展開

①「強制労働」への序奏（1933－39年）

外国人の「強制連行」・「強制労働」への序奏は第2次世界大戦の開始以

降に始まったのではなく，戦争開始の前年，1938年3．月のオーストリア併合
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によって同地で「労働義務制」（6月）が適用されたことに始まった。それ

は，約10万人のオーストリア人にドイツでの労働を強いるものであった。そ

れ以降，1939年に入ると，3月にはチェコ占領による約10万人の失業者の徴

用が開始されるとともに，「保護領」の労働者の徴用および戦時捕虜・刑務

所囚人・強制収容所抑留者の労働力動員を実施するための制度的・組織的準

備が進められた。こうして戦争開始前夜には，約65万人もの「外国人労働

者」がドイツで就業することになった。

②第2次世界大戦開始と「電撃戦」構想下の外国人強制労働（1939－41年）

　戦争開始から1941年前半までは，ヒトラーの「電撃戦」構想下での戦争経

済の拡大と徴兵による労働力不足を背景に，それを埋め合わせるために，

ポーランド人市民労働者・捕虜や「西方」市民労働者・捕虜（フランス人，

イギリス人，オランダ人，ベルギー人等）が外国人労働力として動員された。

ここでは，1941年10月末以降にソビエト人捕虜が動員されることになるまで

の時期が問題である。

a．ポーランド人市民・捕虜の「強制労働」動員

　1939年9月1日，ドイツ軍のポーランド侵攻により，ヨーロッパで第2次

世界大戦が開始された。ドイッ軍のポーランド占領地でも「労働義務制」が

導入され，1940年4月以降に「強制連行」が始まるまでは，形式的に「自由

意志」による，しかし実質的には強制的労働力「募集」にもとついて，莫大

な数のポーランド人が労働力としてドイッに送られた8＊）戦争開始時から

1940年末までに，主として，著しい労働力不足に陥っていたドイツ農業分野

にポーランド全体から約47万人の人々が動員された。1940年5月にポーラン

ド人捕虜の大部分が「市民労働者」として扱われることになったことも加

わって，その後1941年4月にはポーランド人市民労働者は83万7，000人に増

加した。そのうち73％は農業に投入された8s）

　軍の監視下に置かれていた「捕虜」はドイッの労働力不足を補う労働力と
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第8表 ドイツにおける外国人労働者（捕虜を含む）の雇用数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：1，000人）

1941年9月25日 1942年11月20日
国籍（市民・捕虜）

人数 （％） 人数 （％）

ベルギー人 121 3．6 130 2．7

フランス人捕虜 952 28．2 931 19．0

フランス人市民 49 1．5 134 2．7

イタリア人 271 8．0 198 4．0

ユーゴスラビア人 108 3．2 117 2．4

オランダ人 92 2．7 153 3．1

ポーランド人 1，025 30．4 1，315 26．8

ソビエト人市民・捕虜 257 7．6 1，612 32．9

チェコ人 158 4．7 193 3．9

その他 343 10．1 118 2．5

総　　　数（＊） 3，506
（3，376）

100 4，665
（4，901）

100

備考

注記：（＊）括弧内は国籍別の外国人市民・捕虜人数の合計（古川）である。

　　下記文献では，両年とも総数が積算値と一致しない。百分比は，括弧

　　内積算値に基づいて筆者が計算した。

資料：Ulrich　Herbert：FremdUrbeiter．　Verlag　J．H．W，Dietz　Nachf，1985，　S．181，

　　Tab．17（Quelle，　berechnet　nach，　Der　Arbeitseinsat2　im　GroBdeutschen

　　Reich，　Jgge．1941　u．1942）に基づいて作成。

して，とくに農業部門に迅速に送りこまれたものであった。1940年4月時点

で約29万人のポーランド人捕虜がドイツで労働を強要され，そのうちの93．3

％が農業部門に投入されていた。工業への「捕虜」の投入は戦中期前半にお

いては例外的であった。1940年5月，「捕虜」の大部分はその身分を解消さ

れて「市民労働者」として扱われることになり，国防軍の監視下から離れて

警察の監視下に置かれた。こうしてこの時期には，第8表が示すように，

1941年9月にドイツで就労する外国人労働者（捕虜を含む）の内にポーラン

ド人労働者が約30％、さらに1942年11月には約27％もの比率を占めた。

（＊）ドイツに占領されたポーランドの国土は，ドイッ領土に編入されたポーランド

西部地域（ドイツ側から見た「東部編入地域」eingegliederte　Ostgebiete）と，占領
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軍行政府の管理下におかれたポーランド東部地域（「総督領」Generalgouvemement）

との2つに区分された。そして両地域の住民に対して労働局によって「労働義務制」

が導入された。「総督領」内でポーランド行政機関としてその活動が許可されたのは，

ドイツ警察の補助機関と位置付けられたポーランド警察と農村部行政機関のみであっ

た。これ以外の機関はすべてドイツ占領軍行政府の直接管理下に置かれた。「総督領」

内でのポーランド人の政治，文化，文教活動はすべて禁止され，住民には生存ぎりぎ

りの食糧配給券が支給された。また「総督領」はドイツ国内への食糧と労働力の供給

地域とされ，食糧の強制供出と市民の強制労働が組織的に押し進められた。ポーラン

ド人は占領政策に抗して抵抗運動を開始し，それに対してドイツ側はとくにゲシュタ

ポによるテロと拷問，さらにアウシュヴィッツ，マイダネック，トレブリンカなどの

「強制収容所」への抑留といった，「弾圧・人間狩り政策」を取った。こうしてポー

ランド国内での食糧事情の深酷化の中で農村での農畜産物の無慈悲な徴発が実施され

るとともに，ドイッ国内での徴兵による労働力不足を補うためにポーランド国内で

「市民の徴用」（建前では「自由意思による労働奉仕」）や「人間狩り」が行われ，ド

イツ国内へ移送された人々は「強制労働」に投入されていったのである！6）

b．西欧諸国市民の「強制労働」動員

　西欧諸国からドイツに労働力動員された外国人市民労働者・捕虜の莫大な

数もまた，見落とされてはならない。前掲第8表は，それをよく示している。

　戦争開始直前までは，政治的友好諸国，たとえば，イタリアにおいて国家

間協定に基づく労働力募集が実施され，この形で相当の数に上る労働力の調

達が行なわれた17）

　その後，戦中期に入ると東欧諸国からだけでなく，西欧諸国からの外国人

市民・捕虜の強制連行・強制労働も拡大していった。1940年5月の西部戦線

の展開により，同年10月には，ドイツで労働を強要されたイギリス人・フラ

ンス人捕虜が120万人を数え，軍需経済における労働力需要の増加にも拘ら

ず，その半数以上が農業に投入された。これは，治安上の懸念や「人種論

的」イデオロギーに因るところが大きく，また工業労働力の不足を「電撃

戦」構想下での一時的な現象とみなしてその早晩の解消を楽観した政治的見

通しを反映するものであったといわれる。1941年4月には「捕虜」の就業総

数が約135万人に上り，そのうち88。5％がフランス人であった。前掲第8表

もまた，フランス人捕虜の大規模な労働力動員を顕示している8s）
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c．ソビエト人の「強制労働」

　1941年6月22日のドイツ軍のソ連侵攻の後，同年10月31日，ヒトラーはソ

ビエト人捕虜のドイッでの労働力動員を決定した。もともとナチス・ドイッ

の「生存圏の獲得」構想や対ソ連戦略構想においては，ソビエト人をポーラ

ンド人よりさらに「低劣な人種」と位置付けるナチスの「人種論的」イデオ

ロギーにより，ソビエト人捕虜の労働力動員は予定されていなかった。その

後の政策転換は，対ソ連戦の苦戦・戦況長期化と，それに伴う「電撃戦」戦

略の挫折を契機としていた。期待された兵力削減による軍需工業への労働力

帰還の困難と，ドイッ戦争経済の維持のための労働力不足の緊急緩和の不可

避性という事態との，板挟みに陥ったナチス・ドイッは，こうしてソビエト

人捕虜の大規模な労働力動員を開始することになった。この場合，1941年春

までは対ソ戦略においてソビエト人の生命の無視を正当化するナチスの行動

原理となっていた「人種論的」イデオロギーは，それ以降決して後退したわ

けではなく，ソビエト人強制労働者に対するドイッ側の国家・企業・個人各

レベルでの取り扱いにおいて貫徹し，ドイツでのかれら個々人の生活と生命

に苛酷な結果をもたらした。たとえば，U．　Herbertの研究（前掲第8表参

照）によれば，1941年10．月末のヒトラー決定以降，いかに大規模にソビエト

人労働力が動員されていったかが判然とする。また1941年の335万人のソビ

エト人捕虜の内，140万人（約42％）が1941年12月初めまでに死亡し，この

ソビエト人捕虜全体の内の60％は1942年2，月までに死亡したといわれる！9）

つまり，この時点での生存者は約134万人ということになる。しかしながら，

ソビエト人労働力（市民・捕虜）の動員のこの段階は，まだその序幕であっ

た。

③ドイツ戦争経済の再編成と「外国人強制労働」の拡大（1942年以降）

　この問題は，ドイツ労働市場のどのような状況下でVW社が「外国人強制

労働者」の大量動員を決定したのか，ということを理解するのに役立つであ

ろう。
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第9表　1942年にドイツに連行された外国人強制労働者
（単位：1，000名）

A B C
年　月 連行された

外国人強制労働者
そ　の　う　ち
ソ連人強制労働者

B　の　う　ち
ソ連人戦時捕虜

1942年1月～3月 400 約180（約45％） 138

4月 286 174（約61％） 43

5月 447 344（約77％） 54

6月 437 371（約85％） 38

7月 469 412（約89％） 86

4月一7月小計 1，639 1，301（約79％） 221

8月～12月 1，260 571（約45％） 235

総　　　計 3，899 約2，050（約62％） 594

備考
資料：矢野久稿「外国人労働者の強制連行・強制労働一1941／1942年を中心に一」，井上・

　　木畑・芝・永雰・矢野共著『1939ドイッ第3帝国と第2次世界大戦』，203頁から転載

　　（原資料：Eichholtz，　Dietrich：Geschichte　der　deutschen　Kriegszvirtschaft　1939－1945，

　　Band　ll，　Berlin　1969（本稿では1984年版参照），　S，207，209から矢野氏が作成。）

　1941年12月後半以降，ナチス・ドイツは対ソ連侵攻における「電撃戦」の

失敗によって，戦況を優勢に転じるために包括的な徴兵の実施と戦争経済の

改編の必要に迫られ，それゆえに軍事兵力の補充・増強要請11°）軍需生産拡

大の急務化および工業労働力不足の深刻化といった諸問題の解決に緊急に取

り組まざるを得なくなっていった。そうしたなかで，1942年に入るとドイッ

戦争経済の再編成と労働行政の改編が行われ，それ以降，「捕虜」だけでな

く，ドイッ占領諸国における一般市民の種々の暴力的な強制的連行が大規模

に実行されていった。これは「ザウケル作戦」Sauckel－Aktionenと呼ばれ

た。とくにドイツ軍占領下の東ヨーロッパ地域の市民，なかでもソビエト人

市民に対する「強制連行」はその規模と惨劇において際立った。D．　Eich－

holtzの研究（第9表参照）からは，1942年にソビエト人労働者が大量動員

されたことを確認することができる。かれらは，「東方労働者」Ostarbeiter

と呼ばれ，胸に「東方」Ostというマークの取り付けを強制されたざ＊）東方

占領地からの市民の強制連行と強制労働が残忍性を強めるとともに，ドイッ
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占領軍に対する抵抗運動も高まっていった81）

（＊）「外国人市民労働者」の徴用は，「捕虜」や「強制収容所抑留者」とは，その形

式を異にしていた。「外国人市民」の労働力動員においては，形式上，あくまでも

「契約に規定された雇用関係Arbeitsverhaltnisという擬制Fiktion」が堅持された。

しかし，その実態は強制的動員であった。その上，人種理論の影響を受けて人種序列

に応じた露骨な差別的取り扱いが実行されプ国籍・人種の違いによる労働・生活条件

の著しい差別が当然のことと強制された。とりわけドイッ軍が侵攻占領したソビエト

連邦領のウクライナ地域や「白系ルテニア」地域等からドイツに強制的に移送された

人々は序列の底辺に位置付けられ，胸に「東」（。Ost“）という文字の刻まれたマーク

を付けなければならなかった。また「捕虜」は国際法に反して，軍事的服従関係によ

り軍需生産に投入されたのであって，有刺鉄線と武力をもって監視され，規律を犯し

た場合，あるいは脱走未遂には，事情によっては虐待ないし射殺をもって応えられた。

「強制収容所抑留者」に至っては，人間的取り扱いへの微かな期待すら望めなかっ
た！i2）そしてVW社の労働力調達の場合も，こうした外国人労働力の強制的な調達諸

形態に無縁ではなかった。戦時の「強制労働」の行き着く先は，名を奪われた人間の

死であった。人間の大量殺鐵の恐ろしさは，ひとりひとりの死がないということであ

る。因に，「アウシュヴィッッ強制収容所」だけで約400万人という，想像しがたいほ
どの人間が消滅したといわれる！13）戦中期のドイツ政治・経済史についての研究にお

いて大量殺識の史実が除外されるべきでないことはいうまでもないが，また同時に

「ひとりひとりの死」を招いた個々の企業における経営行為についての歴史的研究が

ないがしろにされてはならないであろう。

　2）　ドイッ労働市場と「強制労働」

　第2次世界大戦前のナチス・ドイツ経済における外国人労働力の利用の背

景には，ドイツにおける就業構造の変化や国防軍による未曽有の兵力動員な

どに伴うドイッ労働市場の狭隆化現象があった。とくに農業分野における労

働力不足が顕著で，東欧諸国から多量の労働者が合法・非合法に流入したが，

労働力需要を充足するものではなかった。戦争直前には，徴兵と約40万人の

西部要塞建設への労働義務が労働市場をさらに狭隆化させ，農業と鉱業の分

野で労働力不足を深刻化させた。国防軍は戦争勃発時には420万人の兵力を

擁するにいたっていたが，それ以降も徴兵が行われた。1939年5月末から

1940年5月末までの1年間に約430万人の男子が徴兵された。そのうち工業

からはその就業者数の10％に相当する100万人の労働者が召集されたが，労



一
72－（72） 第39巻　　第1・2号

働力不足に陥っていた職種領域からも召集が行われたので，徴兵は労働市場

に少なからぬ影響を及ぼすことになった。またドイツ人労働義務制もナチス

政府の思惑通りには効を奏さなかった。こうした状況のもとで，ナチス・ド

イツは1939年9月の国防軍のポーランド侵攻に伴ってポーランド人市民・捕

虜労働力の大規模な調達を開始し，さらに1940年5月の西部戦線の展開によ

り西欧諸国の市民・捕虜労働力の調達を押し進めた。しかし，外国人労働力

は戦争経済で求められる工業熟練労働力ではなく，圧倒的に農業労働力で

あった。ナチス・ドイツはその戦略構想において，国防軍の「電撃戦」戦略

の成功による兵力削減と熟練労働者の職場復帰を予定していたが，この構想

は1941年6．月からのソ連侵攻以降における対ソ戦の戦況悪化に伴って，期待

に反して挫折し，かくして国防軍の兵力増強が必要となり，労働力の確保が

重大な問題となっていった。その後1940年5月から41年5月の1年間にドイ

ツ人労働力が168万5，000人の減少を示したのに対して，同年9月時点で260

万人の求人があったといわれる！1，）そうしたなかで，問題解決にドイツが選

択した道は，当初には人種論的・政治的理由から否定的であったソビエト人

捕虜の労働力の利用であった。

　3）「人種論的」イデオロギー

　VW社での強制労働者の労働・生活条件を取り上げる場合に，この政治的

問題は，ナチスの「人種論的」イデオロギーにもとついて，国籍・人種・宗

教などにより，強制労働者に対する取り扱いの差別が行われたという意味で，

重要である。とくに外国人労働者の強制労働への動員においては，一方では，

既述の通り，労働力不足の状況に喘ぐドイツ戦争経済体制を外国人労働力の

強制動員によって維持するという経済的観点が働いていたが，他方では，

「人種論」イデオロギー的観点が強制動員を押し進めるナチ国家機関の行動

原則となっていた。

　ナチの「人種論的」イデオロギーに則るドイッ国家の人種差別政策は，

600万人もの犠牲者を生み出したといわれる「ユダヤ人問題の最終解決」や，
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「安楽死」Euthanasie計画へと行き着くことになうたが，それが立脚した

この世界観は，1942年以降，戦争経済的観点から強行された外国人労働者の

大規模な強制動員でも放棄されることはなかった。かれらに対する人種差別

的階層序列の底辺には「東方労働者」Ostarbeiterが位置付けられ，さらに

最底辺には「ユダヤ人労働者が奴隷的賃労働者としての生存すら否定されて

組織的繊滅の対象とされた」lls）またポーランド人労働者は劣等人種と規定さ

れ，将来的にはドイッ民族の奴隷的存在として生存すべきものとされた。生

活面での行動の自由の制限（「ポーランド人マーク」の取り付け・ドイツの

飲食店利用の禁止・夜間外出の禁止・公共交通手段利用の禁止など）や，労

働面での統制（作業態度の悪い者や態業者の「ゲシュタポ」への引渡し・強

制収容所拘置など）による監視と抑圧のもとで，厳しい労働・生活諸条件を

強いられた。こうして「東方労働者」やポーランド人労働者は，西欧諸国か

ら強制連行された外国人労働者とは差別された待遇のもとで，強制労働生活

に耐えなければならなかった86）

（3）「強制労働」とナチ党・国家諸機関

　さて，VW社が大量の「外国人強制労働者」を，どこから，どのような形

で調達したのか，といった問題を明らかにするためには，「外国人強制労働

者」の強制連行・強制労働に係わったナチ党機関やナチ国家諸機関について

把握しておく必要がある。

　1942年初頭に始まるナチ国家の労働行政の改編は，中央国家権力レベルで

も，また地域下部機関レベルでも，労働統制機構に根本的な変化をもたらす

ことになった。中央レベルでは，次の3つの機関に労働統制の最高権限が集

中された。すなわち，（1）「労働動員総監」Generalbevollmachtigten　fifr　den

Arbeitseinsatz（総監ザウケルFritz　Sauckel），（2）「軍需省」Reichsministe－

rium　fUr　Rifstung　und　Kriegsproduktion（大臣シュペーアAlbert　Speer）（3）

「ドイツ労働戦線」（総帥ライRobert　Ley）！i7）これらの機関の性格について，

少し詳しく見ておこう。というのは，後段において，VW社における外国人
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市民・捕虜労働力の調達の問題を取り上げるときに，これらの機関の役割が

問題となるからである。

　1942年3月28日，ヒトラーは「労働動員総監」にテユーリンゲン大管区指

導者Gauleiter　von　T　Uringenのザウケルを任命し，彼に，軍需相シュペー

アの願意に反して，ナチ政府閣僚の権限を超越しうる労働統制権限を与え

た8i，）これによって「労働動員総監」ザウケルは，ライヒ労働相に服すこと

なく労働省の第3主局（賃金・労働条件）と第5主局（労働動員）ならびに，

それらの下部機関を管轄下に置き，さらに地方労働局Landesarbeitsamter

と「労働管理官」Treuhander　der　Arbeitの上に君臨することで，ドイッ人

労働者および外国人労働者の労働動員を統轄することになった。それに伴っ

て，労働省は形骸化していった。とくに外国人労働者の監督・管理に関する

権限を掌握することになった「労働動員総監」ザゥケル（19）は，全占領地に

代理機関を置き，大量の現地市民のドイツへの強制的な組織的移送を開始し

た！2°）1942年4月以降，ドイッ占領地での外国人市民労働者・捕虜の調達と

ドイツへのその移送は，ザウケルの統轄下で実行されていった。

　ザウケルが労働動員統制に対する特別の全権を得て以降，外国人労働力の

調達が急速に暴力的な諸形態を取って急増していった。一時，「労働動員総

監」管下でも占領地で労働力募集が試みられたが，これはすぐに行き詰まり，

そこで直ちにそれに替えて種々の強制諸形態（「届出義務」，失業手当てや食

料配給券の取り消しなどの「社会的脅迫」，一定年限の「就労義務」，「逮捕」

などから，村落全体の大規模な「国外退去」にまで及んだ）が採用されるこ

とになった。それは，とくに占領されたポーランド領とソビエト連邦領にお

いて際立った。1944年8月までに外国人民間労働者約570万人，捕虜190万人，

それに加えて莫大な数に上る強制収容所抑留者がドイッの戦争経済に動員さ

れていった。捕虜は既存国際法の取り決めに反して，大部分が軍需工業に投

入された！2，）

　次に，「軍需省」は軍需生産に対する統制権限を掌握するとともに，労働

行政に対する同省の権限の拡大によって労働動員行政に強い影響力を及ぼす
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ことになった。とくに1942年2月8日，軍需相トットの死によりシュペーア

が同相の職に就任して以降，同省は軍需企業のための労働動員に決定的な指

導・統制権限を及ぼすことになった。1943年6．月，同省は「全国労働動員技

官」Reichsarbeitseinsatz－Ingenieurを任命し，その下部に「地域労働動員技

官」を，さらにその下部に「労働動員技官」を設け，300人以上の労働者を

雇用する工場に「労働動員技官」1人（当該工場従業員）の指定を強制し，

小規模工場は「移動技官」の監督下に置くものとして，労働力需要面を統轄

したS22）つまり，「労働動員総監」ザウケルは労働力供給面を統轄し，前者の

要請に応じたことを意味した。しかし，不明確な権限区分は後に両者の対立

を表面化させることにもなった！2，）

　最後に，ナチ党の付属団体であった「ドイツ労働戦線」はナチスの「民族

共同体」イデオロギーにもとつく「産業平和」の確保というその任務の達成

のためにイデオロギー教育のみの権限を与えられていたが，それを基礎に全

ドイツ勤労者あ生活領域に深く関与し，ドイツ民衆を統轄する役割を担った。

国家機関ではないこの団体に行政上の命令権や執行権はなかったが，その組

織と活動を通じて国家機関の任務領域に侵入した。労働統制面では，この団

体の役割の一部分を上げておくと，たとえば企業の各事業所Betriebeにそ

の組織の末端として同団体とナチ党を代表する「職場代表」Betriebsobmann

を置いて職場労使関係に影響力を確保し，さらに「経営指導者の諮問機関」

の性格をもった「信任評議会」Vertrauensrateで発言力をもち，また「法律

相談局」を設けて労使間で起こる個人的争議に関与し，「労働裁判所」への

労働者の訴訟行為を抑圧した。その他に，2万個所に及んだといわれるナチ

ス・ドイツの外国人労働者の収容所は，主として「ドイッ労働戦線」によっ

て管轄されたS24）

　さて，本稿で問題になる個別企業レベルでの「外国人強制労働者」の調達

に係わる地域労働行政に触れておくと，VW社が創設された1938年秋当時，

一般に企業は外国人市民労働力の調達のためには，労働省の下部機関である

所轄の「地域職業紹介所」lokale　Arbeitsamterにそれの割り当てを請求し，
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それに応じて「地域職業紹介所」が当該企業に対して外国人労働力の配分を

決定していた。しかし1942年以降，中央労働行政の改革に伴って，労働動員

に対する国家中央統制の非合目的的な実情への認識から，労働動員の執行権

限が地域に分権化されることになった。その結果，外国人労働力の割り当て

を求める企業は，その要求を「地域職業紹介所」に出し，これを受て「地域

職業紹介所」ならびに軍需省と「労働動員総監」の各地域出先機関が企業側

の要求を合議・決定することになり，こうした手続きを経て占領諸国から強

制連行された外国人市民や，「兵士収容所」Mannschaftsstammlagerないし

「将校収容所」Offizierslagerに抑留された「捕虜」が，労働力として割り

当てられたようであるぎ2s）その際に，軍需生産が優先的に考慮され，軍需品

製造の緊急性に応じて労働力の割り当てが決定されたことは言うまでもな

い62，）なお，軍需企業による「強制収容所抑留者」の労働力調達については，

後段で取り扱う。

　VW社による外国人労働力の調達の場合も，同社を管轄区域にした地域労

働行政機関，すなわち軍需省の軍需検査機関の管下に属すリューネブルク軍

需統制部Ritstungskommando　LUneburg，ブラウンシュヴァイク軍需統制部，

ニーダーザクセン州職業紹介所Landesarbeitsamt　Niedersachsenなどの機

関が関係していた627）

2．導入過程

（1）導入事情

　1）外国人市民・捕虜

　さて，VW社では，すでにその工場の建設時に労働力調達に困難を見い出

していたが，戦争勃発後は工場内のドイツ人労働者が国防軍に不断に徴兵さ

れ，あるいは他の企業に徴用されていったために，労働力不足が切実な問題

になっていったようである。また軍需品生産を優先した国家的な労働力・原
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材料配分の統制に起因した原材料の入手難により，同社は本来の民需製品生

産の中断を余儀なくされていった。こうした事態は，会社の経営執行部をし

て，労働力と原材料の国家的割り当て（労働省および労働管理諸機関による

操作・統制）を優先的に受けるために，拙稿㈱で見たような，自動車製造

設備を活用した航空機の製造やその修理といった，自動車以外の軍需製品の

製造を拡大・増加させていくことになり，またそれに伴って，そうした製造

に携わるドイツ人熟練労働者の不足を引き起こすことにもなったのである。

そこで，会社は経営の「自己防衛」に出ることになった。こうしてVW社に

おいても，他の企業の場合と同様に，ドイツ人基幹労働者の不足を補うため

に，外国人労働者の導入が始まった629）

　すでに1938年にイタリア人建設労働者約3，000人が調達され，工場・都市

建設労働に従事させられた。その後，労働力として1940年以降，ポーランド

人市民労働者約1，500人，1941年以降，ソビエト人捕虜約850人，1942年には

フランス人捕虜800人，1943年にはイタリア人の「軍人抑留者」約1，000人が

調達された。さらに注目すべきことに，1942年にソビエト連邦から，ロシア

人・ウクライナ人・その他の市民労働者から成る，4，000から5，000人に上る

「東方労働者」の流入が始まった。これらの人々は，VW社に投入された

「外国人労働者」の主力を占めた。また1943年には，フランス人の市民労働

者約1，500人が，そして約300人のイギリス人と約200人のオランダ人の市民

労働者が調達された530）

　VW社の工場労働力数の推移は，すでに前掲第2表と第3表で示した通り，

1939年に最初に雇用が開始されて以降，労働力総数において，同年の2，732

人から1944年の1万7，365人へと，戦中期に6倍もの増加を示した。この間

に，労働力の構成は人種や国籍において著しく変容した。VW社のファ

レァースレーベン本工場に投入された「外国人強制労働者」の数は，同社の労

働者総数に占めるその比率においても，また事務職員を含めた労働者総数に

占めるその比率においても，とりわけ1941年以降，急増を示している。とく

に1942年12月以降，それまで労働者総数の過半数を占めていたドイツ人の比
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率が，外国人のそれと逆転している。これは，VW社のこの労働力構成の推

移からも明らかであるように，戦中期もその末期に近づくほど，ドイッ人労

働者の徴兵による雇用減少ないし停滞とは逆に，労働力の不足を補う形で，

莫大な数の「外国人強制労働者」が工場労働力として生産過程に投入されて

いったためであった。そのうえに注目すべきことは，ドイツ人労働者総数の

内の約12％は，1943年から1945年にかけて投入された，いわゆる「ザウケル

の婦人たち」Sauckel－Frauenと呼ばれたドイッ人女性労働者であった。こ

うした女性労働者は「労働動員総監」ザウケルの機関によって徴集され，政

府の政策に応じて種々の軍需企業に動員されたものである83，）さらに，ロシ

ア人市民労働者の比率は，ドイツ人労働者総数に対するドイツ人熟練労働者

の比率とほぼ同じであって，こうしたロシア人労働者のおよそ3分の1は，

仕事を教え込む段階をへて，熟練労働者として格付けされたといわれる。

Siegfriedの研究によれば，軍需品製造の一定の緊急性に応じて相応の労働

力と資材の割り当てが行われたため，「外国人強制労働者」および「捕虜」

の優先的な割り当てを受けるために，資材の割り当てとともに，企業は勢い

緊急性度合いの高い軍需発注を獲得しようとした。VW社はその経営を維

持・存続させるために軍需品の製造を増やすことで戦争経済の機構に深く加

担し，かくして莫大な数の「外国人強制労働者」を生産過程に投入すること

となった！3，）なお，こうした「外国人強制労働者」・「捕虜」の調達は，VW

社に限られた特殊な出来事であったわけではなかった。多くのドイツ企業が

外国人や「捕虜」を労働力として調達した！3，）VW社の事業内容もまた，当

初に目標とされていた民需製品たる「国民車」の製造に替えて，軍用自動車

をはじめ種々の軍需品を製造するものとなった。

　2）「強制収容所抑留者」

①「強制収容所」と強制労働

　VW社での「強制労働」に従事させられた人々には，外国人市民や捕虜だ

けでなく，さらに「強制収容所抑留者」がいた。「強制収容所」（en）は，1939
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年に打ち出された「4ケ年計画」までは，ナチ・レジーム下での国家権力の

全面的な掌握の過程で，政敵のドイッ社会民主党員やドイッ共産党員を弾

圧・排撃し，孤立化されるといった政治的目的に貢献したが，「4ケ年計画」

による戦争準備の過程での大衆動員とともに，「強制収容所」の政治的機能

は変容することになった。レジームにとって，社会民主党員や共産党員はも

はや危険な存在ではなくなって大部分が放免されていった。それに代わって，

国家による全面的掌握から免れていた，またそれゆえに経済的にも政治的に

も利用できないとみなされていた「犯罪常習者」・「労働怠惰者」・「浮浪者」

・ 兵役拒否の聖書研究者Bibelforscher，（35）さらに国粋主義的戦争宣伝のため

に政治の犠牲となったユダヤ人・ジプシー・同性愛者がゲシュタポの残虐な

手にかかった。

　とくに戦争開始とともに，「強制収容所抑留者」の軍需生産への投入が目

立つようになっていくが，労働者，なかでも，熟練労働者の国防軍への徴兵

増大による労働力不足が軍需生産を妨げるようになる1942年春以降，抑留者

の動員が顕著になっていった63，）しかし，軍需工業への抑留者の投入は，「外

国人強制労働者」や「捕虜」の場合とは違った，特異な経過を辿って進行し

た。権限を相争う2人のナチ権力者が抑留者を軍需工業労働力として活用し

ようとした。一人は「親衛隊全国指導者」のヒムラーHeinrich　Himmler，

ReichsfUhrer　der　Schutzstaffel（SS）であった。いま一人は，軍需相シュペー

アSpeerであった。両者は抑留者を軍需経済に動員すべきであるとする点

では意見の一致を見たといわれるが，採用されるべき投入形態について対立

した。ヒムラーは「強制収容所」の政治的機能だけでなく経済的機能をも重

視し，「収容所」に軍需生産を移すか，あるいは親衛隊独自の経営を新設す

ることに骨を折ったのに対して，シュペーアはできる限り軍需諸当局の統制

下で抑留者を諸企業に動員することに努めた。そうした両者の対立は抑留者

の投入形態を変転させたが，VW社の場合も，その影響を受けた13，）その変

転で最大の被害を被ったのは，いうまでもなく抑留者であった13，）

　企業が抑留者を労働力として調達するためには「親衛隊経済行政本部」
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Wirtschafts－Verwaltungshauptamt　der　Schutzstaffel（SS－WVHA）」に申請

を出し，それにもとついて同本部が申請工場に近い収容所の「労働動員指導

者」ArbeitseinsatzfUhrerを通じて現地事情を検討し，申請が認められたな

らば，工場のエンジニアが収容所に出向いて自ら適当な抑留者を選択するこ

とになった。企業は抑留者の調達の見返りに同本部に一定の金額（抑留者の

中から調達された補助労働者には1人につき4マルク，熟練労働者には6～

8マルク）を支払い，さらに収容施設を手配しなければならなかったが，こ

れが可能でなかった場合には，基幹収容所からバラック建築に，抑留者から

成る予備別動隊が送られた639）

②VW社による「抑留者」の調達

　VW社は「強制収容所抑留者」の調達を，2度，実施した。一度目は，

1942年1月から同年9月にかけて，軽金属用鋳造工場の建設のために建設労

働力として抑留者を調達した。二度目は，ドイッの敗戦色が深まっていた

1944年以降，爆撃被害からの復旧作業や軍需品製造に「抑留者」を動員した。

a．第1回目（1942年1月一1942年9月）

　1942年まで，VW社は軍用「キューベル車」のエンジン用の鋳造品を別の

会社から購入していたが，この会社が航空機製造に動員されるようになって

同社の製造に支障を来すこととなった。鋳造工場の建設自体は1939年6月12

日以来計画・着工され，戦争突入による一時的中断の後に1940年8月に再開

されたが，41年冬には再び中断された。同社もまた国家の軍需経済統制下に

おかれ，生産目的や資材・労働力割当請求について軍需省の検査を受けねば

ならなかった。そこで，最高経営責任者ポルシェは，軍需省による原材料統

制を回避して工場建設を進めうる方向に目を向け，親衛隊最高指導者ヒム

ラーに接近した。ヒムラーが1936年にドイツ警察庁長官に就任するまでは，

親衛隊はナチ党組織に属す機関として，一種の警察機能を遂行していた。ヒ

ムラーは，1943年8月には内務大臣兼全国行政総監に就任することによって，
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ナチ党機構の支配だけでなく，ドイッ固有領・併合領の全文官政治機構を掌

握し，さらに内政上の至上権力者の地位に昇って軍需経済の領域にも介入し

ていった！4°）ポルシェがヒムラーに接近した頃，親衛隊は東部占領地での大

規模建設計画を構想していて，「強制収容所抑留者」を動員した「親衛隊建

設旅団」SS－Baubrigade（41）を編成する考えであったといわれる。

　この構想にもとついて，VW社の鋳造工場の建設と現地の「強制収容所一

『勤労村』」KZ－，，Arbeitsdo㎡“の建設のために，2つの「強制収容所」（ノイ

エンガーメ収容所KZ－Neuengammeおよびザクセンハウゼン収容所KZ－

Sachsenhausen：第2図参照のこと）の抑留者の中から，4つの「建設中

隊」で構成される「親衛隊建設大隊」が編成された。「大隊」の管理には，

「ノイエンガーメ収容所」の所長・親衛隊本隊指導者SS－Hauptsturm－

fUhrer，　M．ヴァイス（Martin　WeiB）という人物が派遣された。

　しかし「軽金属鋳造工場」を建設するプロジェクトは，シュペーアとヒム

ラーの所轄権限争いによって，ポルシェの思惑通りには進まなかった。軍需

相シュペーアが親衛隊の影響力の拡大を危惧してプロジェクトに割って入り，

ヒトラーにかれの抗議を容れさせて，鋳造工場建設についての再考の権限を

得ることになった。その結果，1942年9月にシュペーアは建設中止を決定し

てしまい，建設労働に投入された「強制収容所抑留者」は不要となり，1942

年秋には引き上げられたもののようである。また「勤労村」の親衛隊本部指

導者ヴァイスは1942年9月にダッハウ収容所に転任した64，）

b．第2回目（1944年以降）

　その後，2度目の「強制収容所抑留者」の動員が行なわれたのは，たいて

いの軍需企業が爆撃被害により復旧作業を必要とするようになった1944年の

ことであった。この頃は，もはや軍需省は緊急に必要な労働力を動員できな

かったので，「強制収容所抑留者」，が投入されることになった。VW社の場

合も，同様の事情によって「強制収容所」の「付属収容所」AuBenlagerが

設立されることになり，また既存の「ラークベルク宿舎」Laagberglagerに
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第2図　ドイツ軍の敗退と強制収容所（1945年1月）
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は，1944年4月，「ノイエンガーメ強制収容所」から送られた抑留者が収容

された。抑留者の調達のために，「強制収容所」と企業との問で何らかの契

約が結ばれたにちがいないということは想像できることである。戦後，

ニュールンベルク裁判で元親衛隊上級指導者K．ゾマーKarl　Sommerは，

ポルシェおよびVW社人事部長ティロルトPersonalchef，　Dr．　Tyrolt（ポル

シェの娘婿ピーチの遠縁）が親衛隊経済行政本部（作業集団D）の指導者マ

ウレァーMaurer，　SS－StandartenfUhrer　im　SS，－WVHA（Arbeitsgruppe　D）（43）

と抑留者の割り当てについて交渉したと証言している。たとえば，「付属収

容所」の設立に関して，「ノイエンガーメ収容所」と「帝国企業ヘルマン・

ゲールンク」との間のそうした契約では，企業は収容所側に熟練労働者一人

については6マルク，補助労働者一人については4マルクを支払い，「付属

収容所」の監視は親衛隊が行い，医療は「ノイエンガーメ収容所」の医師が

これに当たる。企業側はバラックの建築・維持，抑留者の衣類提供・洗濯，

薬・包帯材料の提供を負担する。親衛隊監視部隊と抑留者の食料は「ノイエ

ンガーメ収容所」ないし「ドリュッテ強制労働者収容所」Arbeitslager

Driftteが手配するとされた。　V　W社の場合も，類似の契約が締結されたこ

とは想像に難iくないことである84，）さらにVW社では，1944年11月以降，男

性抑留者とならんで，女性抑留者約650人を含む「労働部隊」Arbeitskom－

mandoが投入された。この女性抑留者は，工場内の第1ホールの地下室に

収容され，生産過程では弾薬と対戦車地雷の製造に従事させられた。この抑

留者の多くはハンガリーから「アウシュヴィッツ『絶滅収容所』」Vernich－

tungslagerに送られてきた，「消滅」を予定するユダヤ人女性であったが，労

働能力があるとして「ノイエンガーメ強制収容所」に「強制労働」のために

移送された人々であった。その他に，ポルシェとヒムラーないし親衛隊経済

行政本部との交渉により，VW社から移転された「飛行爆弾V　1」および航

空機の疎開製造先にも，「強制収容所抑留者」が投入された84，）

　なお，VW社が調運した抑留者数については，ニュールンベルク裁判での

元親衛隊上級指導者K．ゾマーの供述では，「ノイエンガーメ強制収容所」
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から約1，800人の抑留者が調達されたが，調達時期は不祥である。さらに

1944年初頭以降，「ナッツヴァイラー強制収容所」Konzentrationslager

Natzweilerから約3，500人の抑留者がVW社の関連会社Minette　AG，　Lom－

gwyに投入されている。同じ供述では，　VW社のポルシェと同社人事部長

ティロルトが，抑留者の供給について，親衛隊経済行政本部の連隊長マウエ

アーと交渉している。因に，この親衛隊経済行政本部を通じて，1944年末に，

全部で約50万から60万人の抑留者が企業等に動員されていったとされる！4，）

（2）導入姿勢

　国家機関による外国人労働力配分の所定の形態は，個別企業それ自体が外

国人労働力の調達のために積極的な行動に出ることを排除するものではな

かった。企業が特別の専門知識をもつ外国人市民労働者・捕虜の獲i得を必要

としたような場合には，国家機関は企業の労働力選別への参加を認めた。軍

需発注それ自体は企業に決して押し付けられることはなかったといわれ，む

しろ軍需がその緊急性の高いものであったような場合，その場合にはとくに

資材の優先的配分が約束されたので，その結果，そうした軍需は自ずとそれ

を受注しようとする企業間の競争の対象となって，ひいては軍需発注を得た

企業が労働力の選別と調達のさいに，それらに影響力を及ぼす機会を得よう

とすることを煽ることになったき47）

　VW社もまた，「外国人強制労働者」の調達・選別に参加した。同社はソ

ビエト人捕虜の割り当てにしたがって，国防軍の「捕虜収容所」Manschafts－

stammlagerにおいて捕虜の適性を調べ，またウクライナにおける「東方労

働者」の募集のさいには当局の適性調査に協力した64，）すなわち，ファリン

グボステル「第11B基幹収容所」Stammlager　XI　B　Fallingbostelに収容され

たソビエト人捕虜の中から熟練労働者を選別し，さらにウクライナで「東方

労働者」の調達のために独自の労働力募集キャンペーンを実施した。後者は

やがて同社の工場に投入された「外国人強制労働者」の最大の部分を占める
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ことになった。VW社の工場に投入された「外国人強制労働者」および「捕

虜」は，レジームの種々の調達形態を介して工場労働を強制されることに

なったのであった64，）

（3）調達形式

　ここで問題とする点は，VW社での「強制労働」に従事させられた様々の

人々が，「外国人市民」・「捕虜」・「強制収容所抑留者」といった，置かれた

立場の違いによって「調達」の形式を異にし，そのうえに「調達」過程での

取り扱いにおいて，ナチスの人種論的イデオロギーを拠り所とする，国籍・

人種・宗教別の差別的取り扱いを被ったということである。そして，この差

別的取り扱いは，企業内での「強制労働」においてだけでなく，企業付設の

収容施設内においても厳酷に貫かれた。最悪のケースでは少なからぬ生命が

奪われることになったという意味でも，この問題を確認しておく必要がある

であろう。

　1）外国人市民強制労働者

　ナチの人種主義思想にもとついて，西欧占領諸国出身者と東欧占領諸国出

身者とは，その労働力としての動員方法が異なり，取り扱いが明確に区別さ

れ，差別された。たしかに，両者はともに，実質的にはドイツ占領軍当局に

より強制連行と強制労働に服従させられたが，とくに後者の場合，その取り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s
扱いが苛酷を極めた。

　VW社に投入された大量の外国人市民労働者の場合も，その内，1939年に

既述のように国家間協定に準拠した労働力募集の形で調達されたイタリア人

労働者は別として，それ以外の外国人市民労働者は，大半がドイツ軍占領諸

国から強制的に連行された人々であった。大別すると，イギリス・オラン

ダ・フランス・ベルギー人からなる西欧諸国籍の人々と，ソビエト・ポーラ

ンド人からなる東欧諸国籍の人々であったが，その動員過程に相当の相違が
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あった。国際政治の犠牲となってとくに悲惨な運命に見舞われた人々は，と

りわけポーランドやソビエト連邦から強制的に集団連行された一般民衆で

あった。Siegfriedの研究に依拠して，ベルギー，オランダ，ソビエト連邦

から連行された人たちの体験報告を紹介しておくことにする：

　（i）あるベルギー人男性市民の強制労働体験の場合：

　あるベルギー人市民男性の体験報告によれば，VW社では，約300人のベ

ルギー人が働いた。自発的な志願労働者は僅か10人ほどであった。強制労働

者はたいてい職場で労働力募集機関Werbestelleのドイツ人職員によって徴

用された。かれらは労働力募集場所にやって来て身分証明書を没収した。身

分証明書は労働力募集機関で労働契約の署名と引き換えに返された。契約は

労働の種類や場所について何ら明記することはなかった。身分証明書の不所

持は食料配給券Lebensmittelkarteの紛失を意味した85°）

　（ii）あるオランダ人男性市民の強制労働体験の場合：

　あるオランダ人男性の体験報告によれば，1940年5月14日にオランダがド

イッ軍によって占領されたとき，女王と政府はイギリスへ退去し，国土は｛鬼

偲政権によって統治された。ドイッ占領軍当局の圧力のもとに，当時の800

万のオランダ人のうちの約50万人がドイッで労働することを強制された。

アムステルダム大学の学生であったこの人物は，1942年12月にドイッ側当局

の管理下に置かれた大学で「忠誠宣言」の署名を求められ，約1万2，500人

の学生（総数1万4，000人）に混じってそれを拒否した。そのために翌43年

4月にドイッでの労働に志願を求められ，それに応じた。約3，000人のオラ

ンダ人学生に混じってアムステルダムのドイツ警察に出頭し，オーメン強制

収容所K．Z．　Lager　Ommen，　Ost－Niederlande，　Provinz　Overiizelに抑留され

た。そこではドイツでの労働に従事する労働契約に署名するか，もしくはド

イツにある「強制収容所」に送られるかの選択を迫られた。かれは署名した

が，警察に出頭しなかった約9，000人の学生のうち多くのものは，疑いなく
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逮捕され，ドイツに送られたにちがいない，という。こうしてオランダ人市

民が強制労働者としてドイツに送られ，そのうちの約200人がVW社に割り

当てられたのである6s，）

　（iii）あるソビエト人女性市民の強制労働体験の場合：

　ウクライナのある村に暮らしていたロシア人女性の体験報告によれば，

1942年，ある日の早朝，村の住民はドイツ占領軍の笛音と，「みんな出て来

い！」という拡声器の声に呼び起こされた。制服・武装のドイッ軍が村の全

住民を集め，子供と老人を後に残して，労働能力のある村の住民は60kmも

離れた地域に行進させられ，また道々に同様に捕らえられた人々が行進に加

えられ，そこに到着すると石炭運搬船に積み込まれ，その後家畜運搬用貨車

に乗り換えさせられ，5月中葉から6月4日にかけて，繰り返す爆撃下をベ

ルリンへ向けて列車移送され，そこからVW社の工場のあるファレァース

レーベンへと送られた。途中，わずか2度ほど，某かの，一部腐敗した食料

を与えられただけであった。同地では，駅の隣接地の有刺鉄線内で2日間を，

寒さと雨の中で，食べられないような粗末な食料を与えられて過ごし，その

後シラミ駆除施設に入れられ，衣服を脱がされ，衣類を消毒され，個人の持

ち物を取り上げられ，「東方宿舎」Ostlagerに男女別に収容された。各バ

ラックの設備はダブルベット，マット，仕切り，テーブル，イスからなり，

洗面・トイレ設備は特別バラックにあった。宿舎は有刺鉄線で囲まれ，ドイ

ツ人の監視人によって監視された。その他にロシア人協力者がいたざ52）

　2）「捕虜」

　VW社が労働力として調達した「捕虜」は，フランス人，ベルギー人およ

びソビエト人の「捕虜」から成り立っていた。いまここでは，VW社による

「ソビエト人捕虜」の調達について，同社を視察した「特別委員会VI・戦

車」の1942年1月10日付き「視察報告書」を取り上げておくことにする。

「同報告書」は，「ソビエト人捕虜」の中から熟練労働者が同社によって選
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別された過程について述べている：

　VW社の労働力需要に応えるために，所管の軍需当局と労働動員当局の了

解を得てロシア人捕虜を生産労働に投入することが企てられ，ソビエト人捕

虜収容所において同社の代理人による労働者選別が実施され，その際に1，

200人の元金属熟練労働者であった捕虜の中から650人が工場労働者に適する

と判断された。選別は，収容所のバラック内に旋盤，フライス盤，電動・自

動機械ユニットを備えた多くの工作台が設置され，通訳を介して捕虜の職業

が確認され，元金属熟練労働者が何人かのマイスターによって審査され，工

場内での捕虜の特定作業への適正が確認された。ロシア人捕虜の割り当てへ

の申請は当該地域の労働局ないし州労働局に提出されなければならないが，

しかし工場自体が割り当てのために，ロシア人の選別と移送の任にあたる代

表者を収容所に派遣することは合目的であり，また火急に望まれる5s3）

　また，「強制収容所抑留者」については，既述の通り，2度にわたってそ

の動員が行われ，苛酷な労働を強制されている。

3．結びにかえて

　第2次世界大戦期のVW社における「強制労働者」の大量動員は，同社が

ナチ党付属機関「ドイツ労働戦線」によって創設されたという特殊事情にそ

の内因をもっていたのではなく，戦況の深刻化に伴って兵力増強の要請と軍

需生産拡大の急務化に迫られたナチス・ドイツの戦争経済体制の改編過程が

その外因となって起こってきたものである。それは，同社が戦争経済統制の

もとで，その「経営存続」のために，当初の乗用車製造計画を棚上げにして，

勢い原材料と労働力の優先的な割り当てに与ることのできる軍需品の受注に

走り，ひいてはドイツ労働市場の狭隙化の中で，軍需生産の拡大に伴う労働

力不足の解消への方途を「強制労働者」の労働力に求めたものであった。同

社は，こうして「経営存続」という経営経済的な理由を盾に取って「強制労

働」を正当化していった。その結果，とくに1942年以降の同社の労働力構成
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においては，ドイツ人労働者数に対比して，労働者総数のうちの6割以上を

外国人強制労働者が占めることになった。それに「強制収容所抑留者」の動

員数を加えると，「強制労働者」の占有比率はさらに上昇した。このきわめ

て特徴的な労働力構成事情が戦中期の同社の企業内労使関係の特殊性を規定

したことは，言うまでもないことである。しかしながら，同社における「強

制労働」の契機がもっぱら外因にのみ求められて，「強制労働者」に対する

経営執行部の動員決定と工場内での労働力としての「人種論的」な差別的取

り扱いが見落とされることになってはならない。では，「強制労働者」に対

する同社の管理・統制や，それらに対するナチ党・国家警察・軍の出先諸機

関の関与はどのような特徴を示したのか，さらにこの場合の企業内労使関係

はどのように把握されるべきであるのか，また「強制労働者」はどのような

労働・生活諸条件のもとに置かれたのか，これらの問題領域については，最

初に断った通り，稿を改めて解明することにする。

脚　注

（1）1938年時点でのVW社における外国人労働力の利用状況は，また同時に，ドイッ

　全体におけるその状況をよく反映していた。同年末にVW社の「共同宿舎」

　Gemeinschatslagerでは，1，272人のドイッ人，2，534人のイタリア人，120人のダ

　ンツィヒ人Danziger，80人のオランダ人，140人のチェコ人，200人のズーデンテ

　ン地方出身ドイツ人および10人の他国籍人が居住していた。外国人の殆どは，労働

　力募集，任意志願あるいは国家間労働力供給協定により調達されたものであった。

　因に，K．　J．　Siegfriedがヴォルフスブルク市立文書館Stadtsarchiv　Wolfsburgの史

　料に依拠して示すところでは，イタリア人建設労働者は1938年IE　8日に900人，1

　月28日に800人，39年2月21日に884人，2／3．月に2，400人，3月8日に800人，5月6

　日に882人，合計6，　666人の調達が記録されているが，そのうち部分的に労働契約終

　了により帰国したものがいて，常時，最大でも3，000人が「共同宿舎」に暮らした

　と推測されている（Klaus．J6rg　Siegfried，　Das　Leben　der　Zwangsarbeit　im　Vb燃一

　ωagenwerk　1989－1945，　Campus　Verlag　1988，　S．110）。

（2）ドイツ資本主義の発展過程において外国人労働者が歴史的に果たしてきた役割は

　大きく，ナチ・レジーム期に入ってもその役割は小さくなかった（Vgl．　Ulrich

　Herbert：Fremdarbeiter．　Politik　und　P短ζτ乞5　des，，Aus　tZinder－Einsa　t2　es　“in　der

　Kn’egsxerirtschaft　des　Dritten　Reiches．　Verlag　J．　H．　W．　Dietz　Nachf．1985，　S．24－66；
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　Hans　Stir＜hrsg＞：Auslandische　Arbeiter　im　Betrieb，　Bartmann－Verlag　1964，　S．

9－69）。戦争開始前にドイッ経済において外国人労働者の流入が集中した産業分野

　は，とりわけ農業であった。この分野は就業人口の著しい流出により，とくに深刻

　な労働力不足に陥っていたが，それを補うようにして東欧諸国，とくにポーランド

　の農業労働者が非合法の越境によりドイツに流入した。しかし，戦中期の外国人労

　働力の動員は，そうした労働力流入とは様相を異にするものであった。外国人の

　「強制連行」・「強制労働」，これらが組織的に大規模に押し進められた。

　　それらについての研究は，ドイツ連邦共和国（西ドイッ）でもドイッ民主共和国

　（東ドイツ）でもかなり進展を示している。日本では，矢野久氏が次のような論文

　を発表している：矢野久稿「外国人強制労働への道一　『電撃戦』構想下のドイ

　ツにおける労働力動員一」『三田学会雑誌』第81巻第2号，1988年7月；同者稿

　「外国人労働者の強制連行・強制労働一1941／42年を中心に一」，井上茂子・木

　畑和子・芝健介・永零三千輝・矢野久共著『1939一ドイッ第三帝国と第二次世界大

　戦』同文館，1989年所収。個別企業レベルでの研究については，西ドイツにおいて

　若干の実績を数えることができる。本稿で取り上げる，VW社での「強制労働」に

　ついてのK．J．　Siegfriedの一連の研究実績も，その1つである：K．　J．　Siegfried：

　VVolfsburger　Stadtgeschichte　in　Dokumenten　1938－1945，　Wolfsburg　1982；Der－

　selbe：RtistungsPr・dukti・n　und　Zwangsarbeit　im　V・lksωagenwer々1939－1945・

　Campus　Verlag　1987；Derselbe：Das　Leben　der　Zωangsarbeit　im　Volkswagenωerk

　1939－1945，Campus　Verlag　1988。なお東西両ドイッでの研究史および研究実績に

　ついては，矢野久氏の上記論文を参照されたい。

（3）The　United　States　Strategic　Bombing　Survay’The　Effects　of　the　Strategic

　Bom　bing　on　the　German　W加Eooηo〃診ッ，　Washington　1945。なお，この調査書の中

　の「外国人強制労働」報告については，すでに矢野氏が紹介している（矢野，前掲

　稿参照のこと）。

（4）ニュールンベルク裁判でのナチス戦犯に対する有罪判決の理由の一つに，「人道

　に対する罪」が上げられた。その内容は，（1）ドイッ占領地の一般市民と戦時捕虜に

　対する罪，（2）占領地の掠奪と経済的搾取，（3）強制労働から構成された（矢野，前掲

　稿「外国人強制労働への道」，84頁および同者稿「外国人労働者の強制連行・強制

　労働」，201頁参照）。

（5）矢野，前掲稿「外国人強制労働への道」，92頁以降参照のこと。

（6）松本照男著『戦争と占領一あるポーランド家族の体験』（岩波ブックレットNo．

　139，岩波書店，1989年）の中では，ドイツ軍による占領下のワルシャワに暮らし
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